
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ポイント"#$%&】 

l ⾎清 Cys-C は⾎清クレアチニン以上に⼈医療で腎機能マーカーとして広く利⽤されている 
l ⽝の⾎清 Cys-C では 15 kg 以下で有⽤な腎機能マーカーとして報告されている 
l ⾎清 Cys-C ⾼値群（> 0.55 mg/dL）は低値群と⽐較して腎疾患特異的⽣存期間が短い 
l ⾎清 Cys-C 濃度が⾼値（> 0.55 mg/dL）の場合は定期的にモニタリングを⾏い、慢性腎臓病に関する異常が

あれば早期の治療介⼊した⽅が⽣存期間は延⻑する可能性がある 
 
 
【概要】 

医学領域では⾎清 Cys-C は幅広く活⽤され、慢性腎臓病のガイドラインに指定されている。⼀⽅、⽝では⾎清
Cys-C 濃度は⽷球体濾過量（Glomerular Filtration Rate：GFR）のバイオマーカーとして知られており 3, 4、体重 15  
kg 以下に限定すれば、⾎清 Cre 濃度よりも GFR 低下の検出に有⽤であると報告されている 5。 
筆者は健康診断における無症状の⽝ 15 kg 以下において、腎疾患特異的死亡の予測判定に対して⾎清 Cys-C は⾼
い精度を⽰すことを報告した（表 1）。また、⾎清 Cys-C が 0.55 mg/dL を越えた場合の予後（腎疾患特異的死亡
率）は悪くなるが （図 1）1、その場合でも定期モニタリングすることで早期治療介⼊により、⽣存期間が延⻑
する可能性があることを報告した（図 2）2。これらの結果から、無症状であったとしても健康診断時に⾎清
Cys-C を評価することは有益性が⾼いのではないかと考えている。  
 

 
表 1. 腎疾患特異的死亡の予測判定に対する⾎清 BUN、⾎清 Cre、⾎清 Cys-C の感度および特異度（ n = 140 ） 
 
 
 
 

項目 カットオフ値 感度 特異度 ROC曲線下面積の値

血清シスタチンC (m g/dL) 0.55 99% 89% 0.970

血清尿素窒素 (m g/dL) 27.0 92% 89% 0.959

血清クレアチニン (m g/dL) 1.0 78% 71% 0.782

⽝の⾎清シスタチン Cの有⽤性と臨床応⽤について 
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【どうぶつ検査センターから】 
健康診断を実施する上で重要な⽬的に疾患の早期発⾒、早期治療介⼊があげられると思います。 

今回、腎疾患の早期発⾒、早期治療介⼊の⼀助となる 2 つの論⽂ 1, 2 の著者である岩佐先⽣に、⽝の腎機能
マーカーである⾎清シスタチン C （Cys-C）の有⽤性と結果解釈について解説して頂きます。 
 



 
 

 

 
図 1. 腎疾患特異的⽣存率に関するカプランマ
イヤー曲線（Cys-C ⾼値群 vs Cys-C 低値群）  
 
無症状の⽝（15 kg 以下）において、Cys-C ⾼値
群（ n = 8 ）は Cys-C 低値群（ n = 132 ）と⽐
較して腎疾患特異的⽣存期間は有意に短い（ p 
< 0.01 ）。 
 
 
 
 
 
 
 
図 2. ⽣存率に関するカプランマイヤー曲線
（モニタリング群 vs ⾮モニタリング群） 
 
無症状にかかわらず Cys-C が⾼値であった⽝
（15 kg 以下）において、⾮モニタリング（ n 
= 5）群はモニタリング群（ n = 5 ）と⽐較し
て⽣存期間が有意に短い（ p < 0.01 ）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ピットフォール】 
⾎清 Cys-C が⾼いことを理由に何らかの治療を開始することは避けるべきである。カットオフ値を 0.55 mg/dl

とした場合、特異度（89%）が感度（99%）に⽐べて低いといった検査特性がある。そのため、有病率の低い無
症状の⽝の健康診断においては、カットオフ値を上回っても偽陽性の可能性を必ず考慮しなければならない。ま
た、⾎清 Cys-C が増加している場合は主に GFR 低下が原因と考えられるが、ステロイドホルモンや年齢などの
腎外作⽤の影響を受けている可能性があるため結果の解釈には注意が必要である 6。 
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